
申し込み　 問い合わせ

元
気
21
証
明
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
　
　
　
　10
時
00
分
〜
19
時
00
分

本
庁
・
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
　
８
時
30
分
〜
17
時
15
分

窓　　口
業務時間

申し込み 　 問い合わせ

日
㈪
（
土
日
曜
を
除
く
）

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

意
見
書
の
提
出
＝
変
更
案
に
つ
い
て

意
見
の
あ
る
人
は
、
12
月
11
日
（
必

着
）
ま
で
に
郵
送
で
。
住
所
・
氏
名
・

意
見
の
要
旨
を
書
い
た
意
見
書
を
市

役
所
都
市
計
画
課
へ

同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
４
３

景
観
計
画
変
更
の
関
係
図
書
縦
覧

　

市
景
観
計
画
を
変
更
し
ま
し
た
の

で
、
関
係
図
書
を
縦
覧
し
ま
す
。

変
更
内
容
＝
広
瀬
川
河
畔
景
観
形
成

重
点
地
区
景
観
計
画
の
策
定
に
伴
う

変
更

縦
覧
場
所
＝
市
役
所
都
市
計
画
課

同
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
９
７
４

高
校
進
学
希
望
者
に
奨
学
金
貸
与

　

高
校
な
ど
へ
の
進
学
を
希
望
す
る
、

経
済
的
に
不
安
の
あ
る
中
学
生
に
奨

学
金
を
貸
与
し
ま
す
。

貸
与
期
間
＝
４
月
か
ら
卒
業
ま
で
の

最
短
修
業
年
限

対
象
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市
内
在

住
の
中
学
生
、
２
人
（
選
考
）。
❶
品

行
方
正
、
身
体
健
全
、
学
業
優
秀
❷

高
校
（
高
専
）・
専
修
学
校
の
高
等
課

木
造
住
宅
を
資
格
者
が
耐
震
診
断

　

耐
震
診
断
調
査
資
格
者
が
、
耐
震

診
断
を
実
施
し
、
地
震
に
弱
い
部
分

や
倒
壊
す
る
可
能
性
の
有
無
を
調
査
。

耐
震
性
が
不
足
す
る
場
合
は
、
耐
震

改
修
補
助
制
度
が
使
え
ま
す
。

対
象
住
宅
＝
次
の
全
て
を
満
た
す
市

内
の
木
造
住
宅
、
先
着
30
戸
。
❶
昭

和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
し
た

一
戸
建
て
の
住
宅
か
併
用
住
宅
（
住

宅
部
分
の
床
面
積
が
２
分
の
１
以
上
）

❷
平
屋
か
２
階
建
て
❸
在
来
軸
組
み

工
法
で
建
築

費
用
＝
１
，
０
０
０
円

用
意
す
る
物
＝
印
鑑
・
確
認
通
知
書

な
ど
の
図
面

12
月
４
日
㈪
～
22
日
㈮
に
市
役
所

建
築
指
導
課
（
☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐

６
７
５
２
）
へ
直
接

都
市
計
画
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す

　

都
市
計
画
用
途
地
域
と
都
市
計
画

地
区
計
画
の
変
更
案
を
縦
覧
し
ま
す
。

変
更
内
容
＝〈
❶
用
途
地
域
の
変
更
〉

新
前
橋
駅
前
第
二
・
第
三
地
区
、
赤

城
山
線
沿
道
地
区
〈
❷
地
区
計
画
の

決
定
〉
新
前
橋
駅
前
第
二
・
第
三
地
区

縦
覧
期
間
＝
11
月
27
日
㈪
～
12
月
11

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ
で
創
業

　

創
業
セ
ン
タ
ー
で
は
小
売
・
飲
食

業
な
ど
の
創
業
を
考
え
て
い
る
人
を

対
象
に
、
実
現
性
の
高
い
創
業
が
で

き
る
よ
う
、
店
舗
ス
ペ
ー
ス
を
短
期

間
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。
使
用
ス
ペ 

ー
ス
や
設
備
に
よ
り
費
用
は
異
な
り

ま
す
。
事
前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
同 

館
☎
０
２
７
‐
２
８
９
‐
９
６
６
６
へ

第
三
者
行
為
の
治
療
は
届
け
出
を

　

交
通
事
故
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒
、

他
人
の
飼
っ
て
い
る
ペ
ッ
ト
に
か
ま

れ
た
な
ど
、
第
三
者
行
為
に
よ
る
病

気
や
け
が
で
保
険
証
を
使
っ
て
治
療

を
受
け
た
場
合
は
届
け
出
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
犯
罪
行
為
に
よ
る
も
の

や
故
意
に
し
た
病
気
や
け
が
な
ど
の

場
合
は
健
康
保
険
が
使
え
な
い
た
め
、

第
三
者
行
為
で
な
く
て
も
届
け
出
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
医
療
機
関
か
ら
提
出
さ
れ

た
診
療
報
酬
明
細
書
の
内
容
か
ら
、

第
三
者
行
為
の
可
能
性
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
場
合
は
、
病
気
や
け
が
の
原

因
を
確
認
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
４
９

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
日
常
点
検
忘
れ
ず
に

　

緊
急
時
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式

除
細
動
器
）
を
正
常
に
使
用
で
き
る

よ
う
に
、
設
置
者
は
日
頃
か
ら
点
検

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
機
器
の
状
態
を

示
す
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
の
表
示
は
日
常

的
に
確
認
が
必
要
。
電
極
パ
ッ
ド
や

バ
ッ
テ
リ
ー
に
は
使
用
期
限
や
寿
命

が
あ
り
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
本
体
に
も
耐
用
年

数
が
あ
り
ま
す
。

　

消
耗
品
の
交
換
な
ど
、
詳
し
く
は

購
入
店
や
製
造
業
者
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

保
健
総
務
課

☎
０
２
７
‐
２
２
０
‐
５
７
８
１

介
護
と
国
保
負
担
額
に
は
上
限
が

　

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入

世
帯
に
介
護
保
険
受
給
者
が
い
る
場

合
、
自
己
負
担
額
を
合
算
し
一
定
の

限
度
額
を
超
え
た
と
き
は
、
超
過
分

の
金
額
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
昨
年
８

月
１
日
か
ら
今
年
７
月
31
日
ま
で
に

支
払
っ
た
自
己
負
担
額
が
対
象
で
す
。

７
月
31
日
時
点
で
国
保
に
加
入
し
て

い
る
支
給
対
象
者
に
は
、
12
月
以
降

に
通
知
を
郵
送
。
国
保
以
外
に
加
入

し
て
い
る
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療

保
険
の
窓
口
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
４
９

国
保
の
一
部
負
担
金
の
減
免
制
度

　

震
災
や
風
水
害
、
火
災
な
ど
で
損

害
を
受
け
た
と
き
、
農
作
物
の
不
作

や
事
業
不
振
な
ど
で
収
入
が
著
し
く

減
少
し
生
活
困
難
に
な
っ
た
場
合
、

申
請
で
一
部
負
担
金
を
減
免
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
支

払
っ
た
一
部
負
担
金
は
対
象
外
で
す
。

詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
６
２
４
９

図
書
館
が
全
館
休
館
し
ま
す

　

12
月
４
日
㈪
は
、
市
立
図
書
館
・

分
館
・
こ
ど
も
図
書
館
全
館
が
休
館

し
ま
す
。

市
立
図
書
館

☎
０
２
７
‐
２
２
４
‐
４
３
１
１

程
に
進
学
を
希
望
❸
経
済
的
な
理
由

で
就
学
が
困
難
❹
他
に
奨
学
金
の
貸

与
・
給
付
を
受
け
て
い
な
い

貸
与
月
額
＝
〈
国
・
公
立
〉
１
万
２
， 

０
０
０
円
〈
私
立
〉
１
万
８
，
０
０ 

０
円

返
還
方
法
＝
卒
業
後
６
カ
月
～
10
年

の
間
で
年
４
期
に
分
け
て
返
還
（
無

利
子
で
、
一
括
・
繰
り
上
げ
返
還
可
。

大
学
・
短
大
な
ど
上
級
学
校
へ
進
学
し

た
場
合
は
在
学
期
間
の
返
還
延
期
も
）

12
月
15
日
㈮
ま
で
に
在
学
す
る
中

学
校
へ
直
接

学
校
教
育
課

☎
０
２
７
‐
８
９
８
‐
５
８
１
５

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
協
力
を

　

地
域
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
運
動

を
実
施
。
募
金
は
福
祉
施
設
へ
の
助

成
な
ど
、
身
近
な
地
域
福
祉
サ
ー
ビ

ス
活
動
事
業
へ
と
配
分
。
地
域
福
祉

の
向
上
に
大
き
く
貢
献
し
ま
す
。

期
日
＝
12
月
15
日
㈮
ま
で

県
共
同
募
金
会
前
橋
市
支
会

☎
０
２
７
‐
２
３
７
‐
１
１
１
２

く
ら
し
の
情
報

お
知
ら
せ

定例会と議場コンサート

　第4回定例市議会の日程は次のとおりです。 
ぜひ傍聴にお越しください。また、本会議 
はインターネットで生中継します。スマート
フォンやタブレット端末などからも視聴でき
ます。本市ホームページトップ画面内「前橋
市議会 」からご覧ください。
●議場コンサート
出演・日時＝〈原小合唱 〉11月29日㈬〈木瀬
中吹奏楽 〉12月21日㈭、午後0時30分

議会事務局 ☎027-898-5923

　１１月７日、前橋市教育文化功労者表彰式 
が行われ、２０名と１団体の方が、塩﨑教育 
長から表彰を受けられました。
　この表彰は、学校保健や社会教育・体育、
青少年教育、芸術文化など、教育文化に関
わるさまざまな分野で、顕著な功労または
功績のあった方を対象に行われるものです。
　受賞された方々の活躍が、歴史・文化や
スポーツを生かした豊かな心を育むまちづ
くりを進めています。また、その活動は、
子どもたちが社会の善意に守られ育てられ
ていることを実感させます。あらためて、
このたび受賞された皆様に
心から感謝の言葉をお伝え
したいと思います。

市長コラム
Mayor’s  Column

日時 会議名
11月29日㈬ 午後1時 本会議
12月5日㈫

午前10時

本会議(代表質疑)
12月7日㈭

本会議(総括質問)
12月8日㈮
12月12日㈫

常任委員会(議案審査）
12月13日㈬
12月14日㈭
12月15日㈮
12月21日㈭ 午後1時 本会議
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